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Kuhnau, 1660-1722）の「新クラヴィーア練習曲集（Neue Klavierübung, I：1689 年；II：1692 年）」や J.S. バッ
ハの作品において「クラヴィーア練習曲集 第 1 部～第 4 部（1731～1741）」、D. スカルラッティの「チェン
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び両手奏）」「アルペジオ（オクターヴ以内）」「和音（オクターヴ以内）」であるが、それに加えて右ペダル
を使用できること、および古典派作品に必要な装飾音が一通り演奏できることも含むものとする。
　上級は、Klaus Wolters “Handbuch der Klavierliteratur”のグレード表（Stufe 1～15）に掲載されている「Stufe
（段階）」が 12 以上の楽曲とした。「Stufe（段階）」のそれぞれの代表作品について以下に記しておく。
Stufe 12：チェルニー Op.740（50 番練習曲）／バッハ「パルティータ ハ短調」／ベートーヴェン「ピアノ・ソナタ
第 3 番 Op.2-3」／シューベルト「ソナタ イ短調 Op.42」／ショパン「幻想即興曲」／ブラームス「狂詩
曲 Op.79-1」／ドビュッシ 「ーグラナダの夕暮れ」
Stufe 13：ショパン「練習曲 Op.10-9,25－ 1」「スケルツォ第 2 番」／バッハ「平均律クラヴィーア曲集第 1 巻 フー
ガ（ハ長調 , 変ホ短調）／ベートーヴェン「ソナタ第 14 番嬰ハ短調 Op.27-2，第 17 番ニ短調 Op.31-
2」／メンデルスゾーン「厳格なる変奏曲」／ラヴェル「ソナチネ」／ストラヴィンスキ 「ーソナタ」
Stufe 14：ショパン「練習曲 Op.10-1,4,8,10,25-6,10,11」「幻想曲 ヘ短調」／ベートーヴェン「ソナタ第 21 番ハ長
調 Op.53，第 30 番ホ長調 Op.109」／シューマン「クライスレリアーナ」／ラヴェル「水の戯れ」／ブラー
ムス「ヘンデルの主題による変奏曲 Op.24」








b）1～5 指で 10 度を超える音程による速い分散和音（ベートーヴェン「ピアノ・ソナタ第 2 番 Op.2-2」第 4 楽
章第 27 小節／同「ピアノ・ソナタ第 29 番 Op.106」第 2 楽章 47 小節など）
c）3 度の連続パッセージ（ベートーヴェン「ピアノ・ソナタ第 3 番 Op.2-3」第 1 楽章冒頭／クレメンティ「ピア
ノ・ソナタ Op.25-5」第 3 楽章主題など）注 1
d）4 度・5 度の連続パッセージ（ベートーヴェン「ピアノ協奏曲第 3 番」第 1 楽章第 156 小節など）注 2
e）6 度のパッセージ（3 度、4 度との複合パッセージを含む。ショパン「バラード第 4 番 Op.52 第 108 小節以降
など）注 3
f）連続オクターヴ（シューベルト「さすらい人幻想曲 D760」第 1 楽章第 161 小節以降、ショパン「ポロネーズ
第 5 番 Op.44」第 6 小節以降など）
g）分散オクターヴ（モーツァルト「ピアノ協奏曲 KV466」第 1 楽章第 108 小節など）
h）トレモロ（ベートーヴェン「ピアノ・ソナタ Op.13」第 1 楽章第 11 小節など）
i）反復音（ショパン「華麗なワルツ Op.18」第 20 小節等）
j）和音の反復奏（ブラームス「ピアノ・ソナタ第 2 番 Op.2」第 1 楽章第 43 小節など）
k）急速な和音の交替（シューマン「幻想小曲集」Op.12 より〈気まぐれ〉第 15 小節など）
l）グリッサンド（リスト「ハンガリー狂詩曲第 10 番」など）
注 1　3 度の「トリル」はこの技巧に含めて考えることとする。































 1. 「ツェルニー 50 番練習曲 Czerny: Kunst der Fingerfertigkeit, Op.740」
 2. 「ツェルニー 60 番練習曲 Czerny: Schule des Virtuosen Op.365」
 3. 「クレメンティ グラドゥス・アド・パルナッスム Clementi: Gradus ad Parnassum」
 4. 「ケスラー 24 の練習曲集 Op.20 Kessler: 24 Etudes, Op.20」
 5. 「モシェレス 24 の練習曲　Moscheles: 24 Studies for the Piano Op.70」
 6. 「モシュコフスキ 15 の練習曲集（名人芸の練習曲） Moszkowski: Etudes de Virtuosité Op.72」
 7. 「モシュコフスキ 16 の技術練習曲 Moszkowski: Esquisses techniques pour piano Op.97」
 8. 「クラーマー＝ビューロー 60 練習曲 Cramer=Bülow 60 Ausgewählte Etüden」
 9. 「ブラームス 51 の練習曲 Brahms: 51 Übungen」
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10. 「ピッシュナ 60 の技巧練習曲 Pischna: Technical Studies 60 Progressive Exercises」







 1.「ツェルニー 50 番練習曲 Op.740」
種類 a ） b ） c ） d ） e ） f ） g ） h ） i ） j ） k ） l ）
曲数 0 曲 5 曲 3 曲 1 曲 0 曲 2 曲 1 曲 1 曲 2 曲 1 曲 1 曲 0 曲
番号 6/12/15/19/26 10/34/39 39 注 4 33/49 8 27 7/35 32 40
 2.「ツェルニー 60 番練習曲 Op.365」
種類 a ） b ） c ） d ） e ） f ） g ） h ） i ） j ） k ） l ）
曲数 0 曲 2 曲 6 曲 3 曲 4 曲 2 曲 3 曲 1 曲 3 曲 3 曲 4 曲 1 曲
番号 41/51 5 注 5/21/25/53/59/60 21/59/60 15/23 注 6/42/58 15/34/ 9/22/ 24/ 18 28/32/54 10/44/45 31
 3.「クレメンティ グラドゥス・アド・パルナッスム」タウジッヒ抜粋版
種類 a ） b ） c ） d ） e ） f ） g ） h ） i ） j ） k） l ）
曲数 0 曲 2 曲 1 曲 1 曲 1 曲 1 曲 1 曲 1 曲 0 曲 2 曲 0 曲 0 曲
番号 18,27 16 21 29 26 28 8 22,24
 4.「クレメンティ グラドゥス・アド・パルナッスム」オリジナル版注 7
種類 a ） b ） c ） d ） e ） f ） g ） h ） i ） j ） k ） l ）
曲数 9 曲 5 曲 7 曲 2 曲 5 曲 2 曲 2 曲 1 曲 3 曲 1 曲 0 曲 0 曲
番号 13,25,40,43,45,54,57,69,74 36,76,82,84,99 4,15, 61,62, 68,78, 97 44,82 4,15,22,62,68 8,65 21,61 3 20,27,82 1
 5.「ケスラー 24 の練習曲集 Op.20」Carl Deis 編 G.Shirmer 版
種類 a ） b ） c ） d ） e ） f ） g ） h ） i ） j ） k ） l ）
曲数 0 曲 2 曲 1 曲 1 曲 1 曲 1 曲 1 曲 0 曲 0 曲 1 曲 2 曲 0 曲
番号 4,11 15 15 15 9 10 2 13,14
注 4　後半の 2 小節のみに表れている。
注 5　後半の 6 小節のみに表れている。
注 6　後半の 2 小節のみに表れている。
注 7　タウジッヒ抜粋版は曲の順を変更しているので、オリジナル版とは曲の番号が異なっている。
三　國　正　樹4
 6.「モシェレス 24 の練習曲 Op.70」
種類 a ） b ） c ） d ） e ） f ） g ） h ） i ） j ） k ） l ）
曲数 1 曲 3 曲 2 曲 0 曲 1 曲 1 曲 0 曲 1 曲 2 曲 2 曲 1 曲 0 曲
番号 24 9,11,12 13,23 23 8 6 19,22 16,23 2
 7.「モシュコフスキ 15 の練習曲集（名人芸の練習曲） Op.72」
種類 a ） b ） c ） d ） e ） f ） g ） h ） i ） j ） k ） l ）
曲数 0 曲 1 曲 1 曲 1 曲 1 曲 1 曲 0 曲 0 曲 0 曲 1 曲 1 曲 0 曲
番号 1 8 15 13 9 4 3
 8.「モシュコフスキ 16 の技術練習曲 Op.97」
種類 a ） b ） c ） d ） e ） f ） g ） h ） i ） j ） k ） l ）
曲数 0 曲 1 曲 0 曲 1 曲 1 曲 1 曲 0 曲 0 曲 3 曲 1 曲 2 曲 0 曲
番号 2 1 8 12 5,9,15 9, 6,16
 9.「クラーマー＝ビューロー 60 練習曲」
種類 a ） b ） c ） d ） e ） f ） g ） h ） i ） j ） k ） l ）
曲数 0 曲 4 曲 11 曲 6 曲 9 曲 0 曲 0 曲 0 曲 2 曲 0 曲 1 曲 0 曲
番号 32,45,53,58 14,15,28,33,34,46,47,48,50,54,59 14,15,34,48,50,60 14,15,26,29,33,47,50,54,60 12,52 54
10.「ブラームス 51 の練習曲 Brahms: 51 Übungen」注 8
種類 a ） b ） c ） d ） e ） f ） g ） h ） i ） j ） k ） l ）
曲数 0 曲 6 曲 5 曲 1 曲 1 曲 1 曲 2 曲 0 曲 2 曲 1 曲 5 曲 0 曲
番号 1,9,14,21,37,44 2,3,22,23,45 22 4 29 5,6, 27,51 38 19,31,33,43
11.「ピッシュナ 60 の技巧練習曲 Pischna: Technical Studies 60 Progressive Exercises」
種類 a ） b） c ） d ） e ） f ） g ） h ） i ） j ） k ） l ）
曲数 0 曲 0 曲 5 曲 2 曲 0 曲 5 曲 2 曲 0 曲 0 曲 0 曲 4 曲 0 曲





















る注 9。そしてチェルニーの練習曲で 3 度のパッセージが表れるのは、中級練習曲集だと「40 番練習曲」の第
38 番であり、上級練習曲集の「チェルニー50 番」でも第 10 番、第 34 番の 2 曲しかない。つまり 3 度の練習
曲をほとんど経験しないまま、ベートーヴェンのこのソナタを学習する、ということが考えられる注 10。
　さらに進んだレヴェルの例だと、ブラームスの「パガニーニの主題による変奏曲」第 2 集第 1 変奏や、同


















注 9 　長岡敏夫「ピアノ独奏曲の難易度と学習のプログラム」『ムジカノーヴァ』1977 年 10 月号















　シューベルトの「即興曲 ハ短調 Op.90-1」の演奏を目標としたいという学習者（大学 4 年生）に対し、





　 2．和音の正確な打鍵（第 6 小節）
　 3．左手のアルペジオ（第 41 小節）
　 4．オクターヴでのカンタービレ（第 47 小節）
　 5．右手のアルペジオ（第 60 小節）
　 6．和音伴奏とメロディーのバランス（第 74 小節）
　 7．連続オクターヴのタッチ（第 87 小節）
　 8．メロディー、伴奏を片手で演奏する技術（第 125 小節）
　 9．豊かな和音の響き（第 139 小節）
・指導方法：個人指導（18 回）
























曲 Op.90-3」や「アレグレット ハ短調 D915」などは指導を受けることなしで解釈・演奏できるようになっ
た。
●事例 2






　 2．アルペジオの正確な奏法（第 11 小節など）
　 3．トリルの正確な奏法（第 12，13 小節など）
　 4．急速な反復音（第 3 頁）
　 5．音階の鮮やかな奏法（同）
　 6．カンタービレ奏法（第 5 頁）
　 7．印象主義的和音の響きの作り方（同）
　 8．和音のテヌートとスタッカートの対比（第 6 頁）
　 9．リスト風マルテラート奏法（第 7 頁）




・実 践 法：以下の作品を学習すること。「1」のエチュードは必修。「2」「3」「4」は 2 つを自由選択とする。




　　　　モシュコフスキ 15 の練習曲 No.1／2／4





　　　　モーツァルト ピアノ・ソナタ B-dur KV281 全楽章
　　　　ベートーヴェン ピアノ・ソナタ 第 10 番 G-dur Op.14-1 全楽章
　 4．ロマン派
　　　　ショパン ノクターン 第 12 番 ト長調 Op.37-2
　　　　モシュコフスキ 火花
　 5．近代・現代
　　　　ドビュッシー 「映像 第 1 集」より “水の反映”
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